
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フレーム間圧縮の施された映像信号が入力され、前記映像信号の最小編集単位であるＧ
ＯＰ毎の動きの有無を検出し、前記ＧＯＰ毎の動きの有無を示す動き判別信号を出力する
動き判別手段と、
　前記動き判別手段からの動き判別信号に基づきアドレス信号を生成するアドレス制御手
段と、
　前記アドレス制御手段からのアドレス信号に応じて前記映像信号におけるＧＯＰのデー
タをディスク記録媒体に記録する記録手段と、
　前記映像信号が入力され、前記映像信号におけるＧＯＰのデータにより所定の誤り訂正
ブロックを形成して前記記録手段に出力するフォーマット手段と、を備え、
　前記アドレス制御手段は、 前記
記録手段が動きのあるＧＯＰのデータを記録した場合は前記動きのあるＧＯＰに続き次の
ＧＯＰのデータを記録できるようアドレス信号を更新し、前記記録手段が動きのないＧＯ
Ｐのデータを記録した場合は前記動きのないＧＯＰのデータを次のＧＯＰのデータが上書
きするようアドレス信号を更新せず、
　前記フォーマット手段は、前記ＧＯＰのデータを常に前記誤り訂正ブロックの先頭から
格納し、各誤り訂正ブロックにおける前記ＧＯＰのデータの格納されない残りの部分には
ダミーデータを格納することを特徴とするディスク記録装置。
【請求項２】
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記録時刻情報に基づきタイムコードを生成するタイムコード生成手段を備え、
　前記タイムコード生成手段の出力するタイムコードを前記動きのあるＧＯＰのデータと
共に記録することを特徴とする請求項１記載のディスク記録装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ＭＰＥＧ２トランスポートストリーム（以下、ＭＰＥＧ２－ＴＳと記す）等の
圧縮信号を記録するためのディスク記録装置に関し、特に監視用カメラ等から出力される
比較的動きの少ない映像を記録するのに好適なディスク記録装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
監視用カメラから出力される映像信号を記録再生する監視用の記録再生装置は、長時間に
わたって特定の場所を撮影した映像を記録し、人や物がどのように動いたか、また何が撮
影されたかを知る目的で使用される。タイムラプスＶＴＲは、このような記録再生装置の
１つであり、このＶＴＲでは監視用カメラから出力されるアナログ映像信号をコマ送り記
録するなどして長時間の映像信号の記録を可能にしている。
【０００３】
ところが、監視用カメラは通常その撮影場所の風景などを映し出しているため、長時間に
わたり撮影された映像の大部分は静止画像の状態となっていこともある。従って、このよ
うに動きの少ない映像をタイムラプスＶＴＲで記録し、記録した内容を確認するためにテ
ープを再生する場合には、目的とする映像の変化を確認するまで長時間にわたり同じ映像
をモニタしなければならないという問題がある。
【０００４】
また、通常よりテープ走行速度を速めた高速再生により信号を再生させた場合でも、品質
の悪い映像の動きを目視しながらその変化を確認し、必要に応じて通常再生に手動で切り
替えるなど、若干煩雑な作業を繰り返して記録時の長時間の映像を確認しなければならな
いという問題がある。
【０００５】
一方、ディスクを用いた記録再生装置は、ディスクの記録容量の問題から長時間にわたる
信号の記録が困難であり、これまで監視用の記録再生装置としてはあまり積極的に考えら
れていなかった。ところが、近年の映像信号圧縮符号化技術の発達に伴い、光ディスク、
光磁気ディスク等を用いた監視用の記録装置も検討されつつある。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
ここで、映像信号を圧縮符号化してディスク記録媒体に記録することを考えた場合、ある
程度長時間の映像信号を記録させるためには、映像信号の圧縮の度合いを高め、記録する
映像信号の情報量を削減する必要がある。
【０００７】
ところが、一般的に映像信号の圧縮の度合いを高めて高圧縮の圧縮符号化を行うと画質が
低下してしまい、監視目的としても充分な画質が得られなくなるという問題がある。従っ
て、ある程度の画質を維持する範囲で圧縮の度合いを高めることになるが、例えば１日連
続で２４時間分の映像信号を記録させた場合、この時の記録信号の情報量は膨大なものと
なり、全ての映像信号をディスク上に記録することは非常に困難である。
【０００８】
このように、単に映像信号の圧縮の度合いを高めただけではディスク記録装置を監視用の
記録装置として使用することは不可能である。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
　以上の課題を解決するために、本発明に係るディスク記録装置は、フレーム間圧縮の施
された映像信号が入力され、前記映像信号の最小編集単位であるＧＯＰ毎の動きの有無を
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検出し、前記ＧＯＰ毎の動きの有無を示す動き判別信号を出力する動き判別手段と、前記
動き判別手段からの動き判別信号に基づきアドレス信号を生成するアドレス制御手段と、
前記アドレス制御手段からのアドレス信号に応じて前記映像信号におけるＧＯＰのデータ
をディスク記録媒体に記録する記録手段と、前記映像信号が入力され、前記映像信号にお
けるＧＯＰのデータにより所定の誤り訂正ブロックを形成して前記記録手段に出力するフ
ォーマット手段と、を備え、前記アドレス制御手段は、

前記記録手段が動きのあるＧＯＰのデータを記録した場合は前記動
きのあるＧＯＰに続き次のＧＯＰのデータを記録できるようアドレス信号を更新し、前記
記録手段が動きのないＧＯＰのデータを記録した場合は前記動きのないＧＯＰのデータを
次のＧＯＰのデータが上書きするようアドレス信号を更新せず、前記フォーマット手段は
、前記ＧＯＰのデータを常に前記誤り訂正ブロックの先頭から格納し、各誤り訂正ブロッ
クにおける前記ＧＯＰのデータの格納されない残りの部分にはダミーデータを格納するこ
とを特徴とするものである。
【００１２】
また、本発明に係るディスク記録装置は、
記録時刻情報に基づきタイムコードを生成するタイムコード生成手段を備え、前記タイム
コード生成手段の出力するタイムコードを前記動きのあるＧＯＰのデータと共に記録する
ことを特徴とするものである。
【発明の実施の形態】
図１は、本発明の第１の実施例に係るディスク記録装置の要部を示すブロックであり、こ
こでは、ＭＰＥＧ２トランスポートストリーム（以下、ＭＰＥＧ２－ＴＳと記す）の形態
にて信号が入力される例を示す。なお、この時、アナログ信号からこのＭＰＥＧ２－ＴＳ
を生成するためのエンコーダは、監視用カメラ側に設けてもディスク記録装置内部に設け
ても、また、これらの装置とは別体で設けても構わない。
【００１３】
同図において、ＭＰＥＧ２－ＴＳはＧＯＰ（ Group Of Picture）検出手段１、動き検出手
段２、メモリ３に供給される。ここで、ＧＯＰ検出手段１は、ＭＰＥＧ２－ＴＳにおける
映像信号の最小編集単位であるＧＯＰをストリームデータに含まれるパラメータｇｒｏｕ
ｐ＿ｓｔａｒｔ＿ｃｏｄｅの有無により検出し、ＧＯＰの先頭位置を示す識別信号を出力
する。
【００１４】
また、動き検出手段２は、ＭＰＥＧ２－ＴＳのマクロブロック単位で挿入されているパラ
メータｆ＿ｃｏｄｅの値から動きベクトルの情報を抽出し、ＧＯＰ検出手段１から入力さ
れる識別信号を基に、ＧＯＰ単位での動きの有無を示す動き判別信号を出力する。なお、
この時動き検出手段２は、入力されるＭＰＥＧ２－ＴＳにおけるＧＯＰ毎のｆ＿ｃｏｄｅ
の加算値を得て、その加算値が所定の値以上となった時には動きがあることを示す判別信
号を出力し、所定の値に満たない時には動きがないことを示す判別信号を出力している。
【００１５】
また、入力されるＭＰＥＧ２－ＴＳは、その動きの有無に拘わらずメモリ３に一旦書き込
まれて、メモリ３には数ＧＯＰにわたるストリームデータが一時的に保持されるが、この
時のデータの書き込み及び読み出しは、メモリアドレス制御手段４により生成される書き
込み及び読み出しアドレスに基づき行われる。
【００１６】
メモリアドレス制御手段４には、ＧＯＰ検出手段１から出力されるＧＯＰの先頭位置を示
す識別信号及び動き検出手段２から出力される動き判別信号が入力され、メモリアドレス
制御手段４は、入力されるストリームデータがメモリ３に順に書き込まれるよう書き込み
アドレスを更新していく。
【００１７】
そして、メモリアドレス制御手段４は、入力されるＧＯＰの先頭位置を示す識別信号及び
動き判別信号に基づき、メモリ３に書き込まれたストリームデータにおける動きのあるＧ
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ＯＰの先頭アドレスを保持しておき、メモリ３からのデータの読み出し時には、動きのあ
ったＧＯＰの先頭アドレスを初期値として読み出しアドレスを生成する。
【００１８】
従って、動き検出手段２にて動きがあると判別されたＧＯＰのデータのみがメモリ３から
読み出されることになる。そして、メモリ３から読み出されたデータはデータフォーマッ
ト手段５に入力され、ＧＯＰ検出手段１からの識別信号及び動き検出手段２からの動き判
別信号を用いて所定の記録フォーマットに変換される。
【００１９】
そして、メモリ３からデータフォーマット手段５には、動きのなかったＧＯＰのデータは
出力されないため、データフォーマット手段５は、所定の記録フォーマットに変換したデ
ータが所定量に達するまでそのデータを内部で保持しておき、所定量に達した時点で、デ
ータ記録手段６に記録データを出力する。
【００２０】
その後、データ記録手段６は、入力される記録データを図示しないディスク記録媒体に記
録する。なお、この時データ記録手段６は、データフォーマット手段５から記録データが
入力された時のみディスク記録媒体にデータを記録することになるが、ディスク記録媒体
は入力ＭＰＥＧ２－ＴＳにおける動きの有無に拘わらず常に所定の回転数にて回転してい
るため、記録データが断続的に入力された場合でも、これをディスク上に連続的に記録し
ていくことが可能である。
【００２１】
このように、本発明の実施例に係るディスク記録装置は、入力されるＭＰＥＧ２－ＴＳに
おける動きのあるＧＯＰのみを選択してディスク記録媒体に記録するため、監視用カメラ
にて撮影された映像の動きのある部分のみを選択して記録することが可能となり、ディス
ク記録媒体を効率的に使用することができる。
【００２２】
なお、以上の実施例では、メモリアドレス制御手段４が動きのあるＧＯＰの先頭アドレス
のみを保持し、メモリ３から動きのあるＧＯＰのデータのみを読み出すよう制御した例を
示したが、これに限らず、メモリアドレス制御手段４が全てのＧＯＰの先頭アドレスを保
持し、メモリ３からは動きのあったＧＯＰとこのＧＯＰを含む前後所定数のＧＯＰを読み
出すよう制御させることもできる。このような制御により、動きのあった映像の前後の映
像も含めたより自然な映像をディスク記録媒体に記録させることが可能となる。
【００２３】
次に、本発明の第２の実施例に係るディスク記録装置について説明する。
図２は、第２の実施例に係るディスク記録装置の要部を示すブロック図であり、図１で示
すディスク記録装置のメモリ３を取り除いた構成となっており、図３に示すディスク記録
媒体における記録可能領域の一部をメモリ３に代わるバッファ領域として用いたことを特
徴とする。また、図２に示すディスク記録装置において、ＧＯＰ検出手段１及び動き検出
手段２については、図１に示すディスク記録装置に示す同構成と同一であるためその説明
を省略する。
【００２４】
第２の実施例に係るディスク記録装置では、入力されるＭＰＥＧ２－ＴＳがＧＯＰ検出手
段１、動き検出手段２、データフォーマット手段５に入力され、入力ストリームデータに
おける動きの有無に拘わらず、全てのストリームデータがデータフォーマット手段５にて
所定の記録フォーマットに変換される。
【００２５】
そして、データフォーマット手段５からの記録データはデータ記録再生手段８入力され、
図３に示すディスク記録媒体のバッファ領域に記録データが一旦記録される。そして、動
き検出手段２にて、ディスク記録媒体のバッファ領域に記録したＧＯＰが動きのあるＧＯ
Ｐであると判別された場合には、データ記録再生手段８がバッファ領域に記録されたＧＯ
Ｐのデータを再生して一時的に保持したうえでデータ記録領域に再度記録するようアドレ
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ス制御手段７がアドレス信号を生成する。
【００２６】
一方、動き検出手段２にて、ディスク記録媒体のバッファ領域に記録したＧＯＰが動きの
ないＧＯＰであると判別された場合には、バッファ領域に記録したＧＯＰのデータは再生
されずに、いずれ新たなＧＯＰのデータにより上書きされることになる。
【００２７】
即ち、アドレス制御手段７は、入力ストリームデータにおける動きの有無に拘わらず記録
データをディスク記録媒体のバッファ領域に一旦記録されるようアドレス信号を生成し、
その後、動きのあるＧＯＰのデータのみが選択的にデータ記録領域に記録されるようアド
レス信号を生成する。
【００２８】
なお、データフォーマット手段５からデータ記録再生手段８に出力される記録データは、
所定データ量の誤り訂正ブロックに分割され、誤り訂正符号が付されたうえで出力される
が、この時、データフォーマット手段５は各ＧＯＰのデータを常に誤り訂正ブロックの先
頭から格納していき、各誤り訂正ブロックにおけるＧＯＰのデータの格納されていない残
り部分にはダミーデータを格納する。
【００２９】
このように、データフォーマット手段５は、動きのあるＧＯＰのデータと動きのないＧＯ
Ｐのデータとが同一の誤り訂正ブロック内に混在するのを防いでいるため、バッファ領域
に記録されている動きのあるＧＯＰのデータのみを誤り訂正ブロック単位で選択的にデー
タ記録領域に書き移すことが可能となる。
【００３０】
なお、この時ディスク記録媒体上の記録可能領域の一部がバッファ領域として使用される
が、バッファ領域はディスク記録媒体の外周に設ける必要はなく、またバッファ領域の量
は、適宜定めることが可能である。
【００３１】
このように、第２の実施例に係るディスク記録装置では、ディスク記録媒体の一部領域を
バッファ領域として使用するため、ディスク記録装置内に大規模なメモリを搭載せずとも
動きのある映像のみをディスク記録媒体に記録させることが可能となる。
【００３２】
次に、本発明の第３の実施例に係るディスク記録装置について説明する。
図４は、第３の実施例に係るディスク記録装置の要部を示すブロック図であり、第２の実
施例に係るディスク記録装置と同様にメモリを搭載していない。ところが、第２の実施例
に係るディスク記録装置のようにディスク記録媒体の一部領域をバッファ領域として使用
せずに、動きのある映像を記録した時のみアドレスを更新させることにより、動きのある
映像のみをディスク記録媒体に記録させることを特徴とする。
【００３３】
なお、ＧＯＰ検出手段１、動き検出手段２、データフォーマット手段５に関しては、図２
に示すディスク記録装置と同一である。第３の実施例に係るディスク記録装置では、入力
されるストリームデータにおける動きの有無に拘わらず、全てのストリームデータがデー
タフォーマット手段５にて所定の記録フォーマットに変換され、記録データとしてデータ
記録手段９に出力される。
【００３４】
そして、データ記録手段９は、各ＧＯＰのデータをディスク記録媒体に誤り訂正ブロック
毎に記録する。そして、アドレス制御手段７は、動き検出手段２にてＧＯＰに動きがある
と判別された場合には、次のＧＯＰのデータが引き続き記録できるようアドレスを更新さ
せ、ＧＯＰに動きがないと判別された場合には、既に記録したＧＯＰのデータを次のＧＯ
Ｐのデータで上書きさせるようアドレスを更新しない。
【００３５】
図５は、第３の実施例に係るディスク記録装置の動作を示す流れ図であり、入力されるス
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トリームデータは、誤り訂正ブロック毎にディスク記録媒体に記録される（Ｆ１０２）。
そして、動き検出手段２による動き判別に基づき（Ｆ１０３）、ＧＯＰに動きがあった場
合には次に記録するＧＯＰの記録アドレスを更新し（Ｆ１０４）、ＧＯＰに動きがなかっ
た場合には次に記録するＧＯＰの記録アドレスを更新しない（Ｆ１０５）。そして、停止
命令がない限り（Ｆ１０６）次のＧＯＰのデータを記録する。
【００３６】
以上の動作を繰り返すことにより、動きのないＧＯＰのデータは、常に次のＧＯＰのデー
タにより上書きされ、動きのあるＧＯＰのデータのみがディスク記録媒体上に記録された
ことになる。
【００３７】
このようなアドレス操作により、第３の実施例に係るディスク記録装置では、ディスク記
録媒体上にバッファ領域を設ける必要がないため、ディスク記録媒体の全ての記録可能領
域をデータ記録領域として使用することができ、長時間の信号記録が可能となる。
【００３８】
なお、以上に示したディスク記録装置を監視用の記録装置として使用する場合、データフ
ォーマット手段５にて入力ストリームデータにディスク記録装置のもつ記録時刻情報を付
加してディスク記録媒体に記録することにより、再生時に動きのあった映像の時刻を画面
表示させたりすることも可能となる。
【００３９】
また、以上のディスク記録装置を監視用に限らず他の目的でも使用する場合、入力ＭＰＥ
Ｇ２－ＴＳのアクセス・ユニット毎に挿入されているＰＴＳ（ Presentation Time Stamp
）と記録装置のもつ記録時刻情報とを基にタイムコードを生成し、このタイムコードを同
時に記録することにより、再生時に実時間での再生が可能となる。
【００４０】
即ち、記録時刻情報に基づきタイムコードを生成するタイムコード生成手段を設け、この
タイムコード生成手段が出力するタイムコードをデータフォーマット手段５に入力するこ
とにより、記録時にはＧＯＰのデータと共にタイムコードを記録し、再生時にはディスク
記録媒体上に記録されている動きのあったＧＯＰのデータを再生すると共に再生されたタ
イムコードに基づき次のＧＯＰの再生時刻を調整し、動きがなくディスク記録媒体に記録
されなかったＧＯＰの映像を再生させる期間は、静止画像を出力する。
【００４１】
このように、動きがなくディスク記録媒体に映像が記録されなかった期間の映像を、再生
時に擬似的に生成することにより、記録時にディスク記録装置に入力された映像を復元す
ることが可能となり、監視目的以外の用途でも充分に活用できる。
【００４５】
　 に係る発明によると、

各ＧＯＰのデータを常に誤り訂正ブロ
ックの先頭から格納し、各誤り訂正ブロックにおけるＧＯＰの格納されていない残り部分
にはダミーデータを格納するため、ＧＯＰのデータの書き換えを誤り訂正ブロック単位で
行うことができ、動きのあるＧＯＰのデータのみを効率良く編集することが可能となる。
【００４６】
　更に、 に係る発明によると、タイムコード生成手段の出力するタイムコードを
動きのあるＧＯＰのデータと共に記録するため、再生時に実時間での再生を行うことが可
能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施例に係るディスク記録装置の要部を示すブロック図である。
【図２】本発明の第２の実施例に係るディスク記録装置の要部を示すブロック図である。
【図３】ディスク記録媒体上に設けられたバッファ領域を説明するための図である。
【図４】本発明の第３の実施例に係るディスク記録装置の要部を示すブロック図である。
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請求項１ ディスク記録媒体に記録するＧＯＰの記録アドレスを制
御するだけで動きのあるＧＯＰのみを選択記録することが可能となり、バッファ手段を設
ける必要がなく、装置を簡易に構成できると共に、

請求項２



【図５】第３の実施例に係るディスク記録装置の動作を説明するための流れ図である。
【符号の説明】
１…ＧＯＰ検出手段
２…動き検出手段
３…メモリ
４…メモリアドレス制御記録手段
５…データフォーマット手段
６…データ記録手段
７、９…アドレス制御手段
８…データ記録再生手段 10

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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